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被災地自治体職員の苦悩

朝日新聞デジタル3/3
毎日新聞デジタル2/11









・50人収容程度の公民館に最大200人が避難していた。

・ぎゅうぎゅうで寝れない パイプ椅子や床で休んでいた。

・地震発生直後から断水。電気は数日後復旧。

・初日からトイレが使えない。便器からあふれかえっていたがそのまま
使用していた。田んぼや山など外でしてくれといったが足腰の悪い高
齢者が多く、屋内で用を足していた。

・毛布少量あるのみ。高齢者に渡した。ほかの人はなし。

・ノロウイルスが発生。高齢で足が悪い人が多いので土足で入ってい
た。衛生面を改善するためにトイレを清掃。輪島市職員や学校職員
で清掃した。（市民は感染したらいけないので職員でした）２０人くらい
が感染。次亜塩素酸ナトリウムで清掃し、４日後には収束。便所に袋
をかけるセットがきたので、それを使用し、以後発生なし。

・輪島市職員３人いた。県外からの支援者（16日～）がきて１人に
なった。



・職員も被災しているが住民支援の仕事をおこなっている。実家が崩
れて、自身も家族と閉じ込められ救出された20代の女性職員は、家
で隣にいたおばあちゃんが亡くなったが、市民のために働いている。
持ち時間は仕事をして、帰る家もないので、終業後は自分の地区の
避難所に帰っている。他市他県から応援がくるまでは休みなしで働い
ていた。

・物資が届きだして運営ができるようになった。高齢者が多く役割分
担もできないので、市職員が中心となって生活環境改善などをおこ
なっていた。

・自宅から布団や毛布をとれる人は床に直接敷いて寝ている。

・暖房があったのが救い。看護師（京都から）２人が常駐で対応、
ペット避難の獣医師会（石川県）が来たり、歯科医師会も巡回、
DMATも。歯磨きセット、ペット用のケージなどを提供。一般のボラン
ティアは見かけていない。

・避難所の運営は避難者リーダー（元校長先生）がいたが娘のところ
に2次避難した。犬がストレスで夜中に吠える理由。

・他の避難所でも住民リーダー（防災士 元自衛隊）は活動。
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